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[1] 次の行列の行列式が 0になるように aの値を定めよ．




1 2 3
2 5 7
3 −4 a




[2] 次のおのおのの行列について逆行列を求めよ．




−5 4 −2
12 −9 5
−3 2 −1


 ,




0 1 1
2 −1 3
3 −2 3


 ,




−1 −1 1
−9 −6 7
4 3 −3




[3] {1, 2, 3, 4}の順列σをすべてあげ，おのおのについて sgn σを求めよ．

[4] サイズが n × nの行列 A = (ajk)について，j > kの時，ajk = 0であるとする．この

時，detAを求めよ．

[5] サイズが n × nの行列 A = (ajk)とサイズが m × mの行列 B = (bjk)を取る．サイ

ズが (n + m) × (n + m)の行列 C = (cjk)を次のように定める．

cjk =




ajk, j, k ≤ nのとき，

bj−n,k−n, j, k > nのとき，

0, その他のとき．

この時，detCを detA, det Bで表せ．

[6] サイズが n × nの行列 A = (ajk) を次のように定める．

ajk =




1, j = k + 1のとき，
1, j = 1, k = nのとき，

0, その他のとき．

この時，Aの逆行列を求めよ．


